
    
第
二
章 

書 

之 

部 
    



一
．
伊
勢
度
会
関
連
書
家
之
部 

編
者
の
素
人
分
類
で
は
、
伊
勢
宇
治
山
田
に
は
次
の
各
流
派
が
あ
った
と
思
わ
れ
る 

壱
、
（蒔
田
）
田
器
派
・
・
・貫
名
海
屋
⍡
松
田
雪
柯
⍡
橋
村
橘
陰
・久
志
本
梅
荘
（度
会
常
幸
） 

●
松
田
雪
柯
田
ま
つ
だ 

せ
っか

（
一
志
） 

一
、
詠
竹
五
絶 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

二
、
五
絶
草
書 
（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

三
、
元
旦
年
仕
御
饌
七
絶 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
）  

四
、
七
言
絶
句 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

●
橋
村
橘
陰
は
し
む
ら 

き
つ
い
ん

（
一
志
久
保
） 

五
、
蘭
亭
之
記 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

六
、
般
若
心
経 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

●
久
志
本
梅
荘
く
し
も
と 

ば
い
そ
う

・度
会
常
幸
わ
た
ら
い
つ
ね
ゆ
き 

（
山
田
） 

七
、
大
人
和
歌 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

八
、
草
書
五
古 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

九
、
蘭
亭
記 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

十
、
秋
之
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

十

一
、
行
草
書
五
律 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

十
二
、
二
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 



十
三
、
五
言
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

十
四
、
七
律 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

十
五
、
一
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

弐
、
篆
刻
・鉄
筆
派
・
・
・小
俣
蠖
庵
⍡
福
井
端
隠
⍡
松
木
偉
彦 

●
小
俣
蠖
庵
お
ば
た 

か
く
あ
ん

（
八
日
市
場
？
常
盤
町
） 

十
六
、
七
律
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

●
福
井
端
陰
ふ
く
い 
た
ん
い
ん(

浦
口) 

十
七
、
高
芙
蓉
先
生
印
影 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

●
松
木
偉
彦
ま
つき 

く
す
ひ
こ

（
田
中
中
世
古
） 

十
八
、
顛
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

参
、
御
家
流
派
・
・
・１
８
０
２
年
伊
勢
で
寺
子
屋
を
始
め
た
山
本
源
吾
を
祖
と
す
る 

所
蔵
な
し 

四
、
諸
派
・
・
・橋
村
痴
亭
⍡
山
口
頴
庵
、
土
井
贅
牙
⍡
矢
土
錦
山 

●
山
口
頴
庵
や
ま
ぐ
ち 

て
ん
あ
ん

（
一
志
） 

十
九
、
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

廿
、  

詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

●
土
井
聱
牙
ど
い 

ご
う
が

（津
） 

廿

一
、
一
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 



●
矢
土
錦
山
や
つち 

き
ん
ざ
ん

（
田
丸
） 

廿
二
、
七
州
経
過
之
絶
句 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

廿
三
、
七
律
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

五
、
神
苑
会
関
係 

●
広
瀬
淡
窓
ひ
ろ
せ 

た
ん
そ
う

（大
分 

太
田
小
三
郎
の
師
） 

廿
四
、
春
好
五
言
絶
句 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

廿
五
、
二
行
詩 
（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

●
土
方
泰
山
ひ
じ
か
た 

た
い
ざ
ん

（土
佐 

神
苑
会
評
議
員
） 

廿
六
、
詩
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

廿
七
、
扁
額 

萬
福
来 

 

二
、
伊
勢
度
会
外
書
家
之
部 

 

○
亀
井
南
冥
か
め
い 

な
ん
め
い

（福
岡
） 

廿
八
、
書 

○
日
下
部
鳴
鶴
く
さ
か
べ 

め
い
か
く

（滋
賀
） 

廿
九
、
七
絶 

○
（柴
野
？
）栗
山
し
ば
の 

り
つざ
ん

（讃
岐
） 

丗
、 

一
行
詩 



○
（杉
） 

聴
雨
す
ぎ 

ち
ょ
う
う

（
山
口
） 

丗

一
、
琵
琶
湖
七
絶 

○
（永
坂
）
石
埭
な
が
さ
か 

せ
っ
た
い

（名
古
屋
） 

丗
二
、
七
律
詩 

○
中
村
敬
宇
な
か
む
ら 

け
い
う

（
江
戸
） 

丗
三
、
書 

○
貫
名
菘
翁
ぬ
き
な 
か
い
お
く

（阿
波
） 

丗
四
、
書
古
人
語 

○
貫
名
海
堂
ぬ
き
な 

か
い
ど
う

（播
磨
） 

丗
五
、
二
行
詩 

○
梁
川
星
巌
や
な
が
わ 

せ
い
が
ん

（美
濃
） 

丗
六
、
絹
本
七
絶 

三
、
作
者
不
詳 

○
武
彦
た
け
ひ
こ 

丗
七
、
和
歌  

○
憲
巌 

の
り
い
わ
？ 

丗
八
、
松 

  



一
、
（
蒔

田
）
田
器
派

・
・
・
貫
名
海
屋
⍡
松

田
雪
柯
⍡

橋
村
橘
陰

・
久
志
本
梅
荘

（
度

会
常
幸
）

 



二
、
篆
刻
・鉄
筆
派
・
・
・小
俣
蠖
庵
⍡
福
井
端
隠
⍡
松
木
偉
彦 

 



三
、
御
家
流
派 

 



四
、
諸
派
・
・
・橋
村
痴
亭
⒋
山
口
頴
庵
、
土
井
贅
牙
⍡
矢
土
錦
山 

 



●
松
田
雪
柯 

ま
つ
だ 

せ
っか 

田
器
派

一
志
町 

 

【別
称
】
元
修
、
縫
殿
、
左
近
、
公
静
、
聊
得
軒 

【享
生
没
年
】
５
９
歳1823

文
政
６(1819

文
政
２
と
も)

～1881

明
治
１
４ 

【
生
地
】
下
ノ
久
保
（
一
志
町
）
【
住
地
】
同 

【系
譜
】
適
翁
の
男 

【
略
歴
】
鎰
取
内
人
に
補
し
，
明
治
維
新
後
更
に
皇
太
神
宮
主
典
に
任
じ
大
講
義
を
兼
ね
た
。
初
め
父
適
翁
に
漢
学
を
習
ひ
、
後

猪
飼
敬
所
の
門
に
入
り
、
又
谷
三
山
に
も
従
った
。 

【書
画
暦
】
書
は
少
に
し
て
中
西
伯
圭
に
学
び
、
其
没
後
は
上
京
し
て
貫
名
（菘
翁
）
海
屋
に
従
ひ
、
其
書
諭
を
聴
い
て
大
に
悟
る

所
が
あ
った
。
山
田
奉
行
秋
山
安
房
守
の
爲
め
に
学
を
講
じ
、
又
家
塾
を
開
い
て
漢
学
並
び
に
書
法
を
教
へ
た
。
明
治
１
１
年
官

を
辞
し
て
東
京
に
出
で
巌
谷
一
六
の
家
に
あ
る
こ
と
数
年
、
日
下
部
鳴
鶴
等
と
相
往
来
し
て
書
名
益
高
く
、
清
國
楊
守
敬
の
激

賞
を
得
た
と
云
は
わ
る
。
後
年
三
條
實
美
に
知
ら
れ
、
其
揮
毫
の
額
を
与
へ
ら
れ
た
。 

一
志
町
に
あ
る
松
田
雪
柯
翁
旧
跡
碑
⍡

 



一
、
詠
竹
五
絶 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

世
上
争
相
賞
海
棠
復
牡
丹
青
々 

数
竿
竹
高
節
少
人
看    

 

雪
柯 

元
修 

 

 

松
田
雪
柯
先
生
詠
竹
五
絶 

 

清
栄
堂
之
賞
玩  
八
二
叟 

眉
峰
堂
書 

  



二
、
五
絶
草
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

青
山
三
四
里
渓
水
繞
（繞
め
ぐ
る

）村
清
知 

有
隠
者
住
風
傳
長
嘯
聲 

 

山
田
逸
農
松
元
修 

 

 

雪
柯
先
生
五
絶
草
書 

  

   

清
栄
堂
秋
田
君
荘
美
属
（

=

嘱
）
題 

八
二
叟
眉
峰
堂 



三
、
元
旦
年
仕
御
饌
七
絶 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

雞
唱
雪
庭
燎
火
連
将
供
御
饌 

祝
新
年
鷺
鵷
エ
ン

警
蹕
さ
き
ば
ら
い

成
行
進 

雪
灑
そ
そ
ぐ

神
山
其
曙
天 

明
治
七
年

一
月

一
日
奉
仕
御
饌
恭
佳

一
絶 

 

元
修 

 

 

雪
柯
先
生
元
旦
奉
仕
御
饌
七
絶 

 

清
閑
堂
主
人
雅
嘱 

八
二
叟
眉
峯 

清
閑
堂
玩
賞 



四
、
七
言
絶
句 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

  

 

松
田
雪
柯
翁
楠
氣
池
二
公
之
七
言
絶
句
叟
幅  

長
山
文
訪 
珎
蔵 

 

○
兵
大
擧
間 

高
推
宣
戦
烟
け
む
る 

塵
天
地
低

一
林 

幸
台
山
真
茂 

慨
然
千
載
○
場 

門   
元
修 

 

甲
裂
馬
場
猶 

奮
戦
宣
刀
洗 

筑
河
流
左
楠 

既
倒
北
風
勁
獨 

有
菊
花
芳 

晩
秋
帰 

     

元
修 



●
橋
村
橘
陰 

は
し
む
ら 

き
つ
い
ん 

田
器
派 

一
志
久
保
町 

【別
称
】
正
環
、
景
玉
、
石
瓢
子
、 

【享
生
没
年
】
７
４
歳1845

弘
化
２
～1919

大
正
２ 

【
生
地
】
一
志
郡
松
崎
村 

【
住
地
】
一
志
久
保 

【系
譜
】
中
山
正
廣
の
次
男
、
正
衛
の
養
嗣 

【
略
歴
】
資
性
剛
直
不
覊
（き
）、
夙
に
松
田
雪
柯
の
門
に
入
って
漢
籍
を
学
び
、
外
宮
祠
官
と
し
て
家
職
を
襲
い
で
居
た
が
、
明
治

１
７
年
職
を
辞
し
て
東
京
に
出
で
諸
名
士
に
交
わ
り
、
ま
た
行
餘
学
舎
を
興
し
て
子
弟
を
教
授
し
た
。
後
再
び
郷
里
に
帰
り
て

神
宮
権
禰
宜
に
任
じ
従
六
位
に
叙
せ
ら
れ
、
神
宮
皇
學
館
教
授
を
兼
ね
た
。 

         

蘭
亭
序 W

ikip
ed

ia 
3
5
3

永
和
九
年
、
王
羲
之
は
名
士
や

一
族
を
会
稽
山
の
麓
の
名
勝
・蘭
亭
（現
在
は
浙
江
省
紹
興
市
）に
招
き
、
総
勢
４
２
名
で
曲
水
の
宴
を
開
い
た
。
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
詩
２
７
編
（蘭
亭
集
）

の
序
文
と
し
て
王
が
書
い
た
も
の
（草
稿
）が
「蘭
亭
序
」で
あ
る
。
王
は
書
い
た
と
き
に
酔
っ
て
お
り
、
後
に
何
度
も
清
書
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
草
稿
以
上
の
出
来
栄
え
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「率
意
」
の
書
で
あ
る
。
２
８
行
３
２
４
字
。
王
羲
之
の
書
の
真
偽
鑑
定
を
行
っ
た
唐
の
褚
遂
良
は
『
晋
右
軍
王
羲
之
書
目
』
に
お
い
て
行
書
の
第

一
番
に
「永
和
九
年 

二
八
行 

蘭
亭
序
」と
掲
載
し
て
い
る
。
自
ら
が
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
唐
の
太
宗
皇
帝
が
王
羲
之
の
書
を
愛
し
、
そ
の
殆
ど
全
て
を
集
め
た
が
、
蘭
亭
序
だ
け
は
手
に
入
ら
ず
、
最
後
に
は

家
臣
に
命
じ
て
、
王
羲
之
の
子
孫
に
あ
た
る
僧
の
智
永
の
弟
子
で
あ
る
弁
才
の
手
か
ら
騙
し
取
ら
せ
、
自
ら
の
陵
墓
で
あ
る
昭
陵
に
他
の
作
品
と
と
も
に
副
葬
さ
せ
た
話
は
、
唐
の
何
延
之
の

『
蘭
亭
記
』
に
載
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
羲
之
の
真
跡
は
現
存
せ
ず
、
蘭
亭
序
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
し
か
し
、
太
宗
の
命
に
よ
り
唐
代
の
能
筆
が
臨
模
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
墨
跡
や
模
刻

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
が
誕
生
す
る
ま
で
は
漢
代
以
来
の
隷
書
体
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
王
羲
之
が
当
時
徐
々
に
貴
族
達
に
好
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
楷
書
、
行
書
、
草
書
を
用
い
て
書
を
記
し
た

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
書
体
が
人
々
に
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 



 
蘭 

亭 

序 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 

王 

羲 

之 
永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春
之
初
會
于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
脩
禊
事
也
群
賢
畢
至
少
長
咸 

集
此
地
有
崇
山
峻
領
茂
林
脩
竹
又
有
清
流
激
湍
暎
帶
左
右
引
以
爲
流
觴
曲
水
列
坐
其 

 
 

 
 

 

〇
「領
」は
、
古
く
「嶺
」と
通
じ
て
用
い
ら
れ
た 

次
雖
無
絲
竹
管
弦
之
盛

一
觴

一
詠
亦
足
以
暢
叙
幽
情
是
日
也
天
朗
氣
淸
惠
風
和
暢
仰
觀 

 

宇
宙
之
大
俯
察
品
類
之
盛
所
以
遊
目
騁
懷
足
以
極
視
聽
之
娯
信
可
樂
也
夫
人
之
相 

與
俯
仰

一
世
或
取
諸
懷
抱
悟
言

一
室
之
内
或
因
寄
所
託
放
浪
形
骸
之
外
雖
趣
舎
萬
殊 

靜
躁
不
同
當
其
欣
於
所
遇
蹔
得
於
己
怏
然
自
足
不
知
老
之
將
至
及
其
所
之
既
惓
情
隨 

 

〇
「怏
然
」は
「快
然
」が
正
し
い
と
さ
れ
る 

事
遷
感
慨
係
之
矣
向
之
所
欣
俛
仰
之
閒
以
爲
陳
迹
猶
不
能
不
以
之
興
懷
況
脩
短
隨
化 

終
期
於
盡
古
人
云
死
生
亦
大
矣
豈
不
痛
哉
毎
攬
昔
人
興
感
之
由
若
合

一
契
未
甞
不
臨 

文
嗟
悼
不
能
喩
之
於
懷
固
知

一
死
生
爲
虚
誕
齊
彭
殤
爲
妄
作
後
之
視
今
亦
由
今
之
視 

 

〇
「由
」は
「猶
」と
通
用 

昔
悲
夫
故
列
叙
時
人
録
其
所
述
雖
世
殊
事
異
所
以
興
懷
其
致

一
也
後
之
攬
者
亦
將
有 

感
於
斯
文 

 

蘭
亭
序
ら
ん
て
い
じ
ょ 

永
和
九
年
、
歳
と
し
は
癸
丑
き
ち
う

に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
け
い
じ
を
脩
を
さ

む
る
な
り
。
群
賢
ぐ
ん
け
ん
畢
こ
と
ご
と
く
至
り
、
少
長 

せ
う
ち
や
う

咸
み
な 

集
ま
る
。
此
の
地
に
、
崇
山
す
う
ざ
ん
峻
領
し
ゆ
ん
れ
い
、
茂
林
も
り
ん
脩
竹
し
ゅ
う
ち
く
有
り
。
又
、
清
流
せ
い
り
ゅ
う

激
湍
げ
き
た
ん
有
り
て
、
左
右
に
暎
帯
え
い
た
い
す
。
引
き
て
以
て
流
觴
り
ゅ
う
し
や
う

の
曲 

 
 

水
と
為
（な
し
、
其
の 

次
じ
に
列
坐
す
。
糸
竹
管
弦
の
盛
せ
い
無
し
と
雖
い
へど
も
、
一
觴

一
詠
、
亦
以
て
幽
情
を
暢
叙
（ち
ょ
う
じ
よ
）
す
る
に
足
る
。
是
の
日
や
、
天
朗
ほ
が
ら
か
に
気
清
く
、
恵
風
け
い
ふ
う

和
暢
わ
ち
ょ
う

せ 

 
 

り
。
仰
い
で
は 

宇
宙
の
大
を
観
み
、
俯
し
て
は
品
類
の
盛
ん
な
る
を
察
す
。
目
を
遊
ば
し
め
懐
お
も

ひ
を
騁
は
す
る
所
以
ゆ
ゑ
ん
に
し
て
、
以
て
視
聴
の
娯
し
み
を
極
む
る
に
足
れ
り
。
信
ま
こ
と

に
楽
し
む
べ
き
な 

 
 

り
。
夫
そ
れ
人
の
相
与
あ
ひ
と
も

に 

一
世
い
つ
せ
い
に
俯
仰
ふ
ぎ
ょ
う

す
る
や
、
或
い
は
諸
こ
れ
を
懐
抱
か
い
ほ
う

に
取
り
て
一
室
の
内
に
悟
言
ご
げ
ん
し
、
或
い
は
託
す
る
所
に
因
寄
い
ん
き

し
て
、
形
骸
の
外
ほ
か
に
放
浪
す
。
趣
舎
し
ゅ
し
ゃ

万 

 
 

殊
ば
ん
し
ゅ
に
し
て
、 

静
躁
せ
い
そ
う

同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
遇
ふ
所
を
欣
び
、
蹔
し
ば
ら

く
己
お
の
れ
に
得
る
に
当
た
り
て
は
、
怏
然
か
い
ぜ
ん
と
し
て
自
み
づ
か
ら
足
り
、
老
お
い
の
将
ま
さ

に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
。 

 
 

其
の
之
ゆ
く
所
既
に
惓
う

み
、
情
じ
ょ
う 

事
こ
と

に
随
ひ
て
遷
う
つ
る
に
及
ん
で
は
、
感
慨
か
ん
が
い
之
こ
れ
に
係
か
か
れ
り
。
向
さ
き

の
欣
ぶ
所
は
、
俛
仰
ふ
ぎ
ょ
う

の
閒
か
ん
に
、
以
す
で
に
陳
迹
ち
ん
せ
き

と
為
な

る
。
猶
な
ほ
之
こ
れ
を
以
て
懐
お
も

ひ 

 
 

を
興
お
こ
さ
ざ
る
能
は
ず
。
況
ん
や
脩
短
し
ゅ
う
た
ん
化
か
に
随
ひ
、 

終
つ
い
に
尽
く
る
に
期
き

す
る
を
や
。
古
人
云
へり
、
死
生
も
亦
ま
た
大
な
り
と
。
豈
あ

に
痛
ま
し
か
ら
ず
や
。
毎
つ
ね
に
昔
人
せ
き
じ
ん
感
を
興
お
こ
す
の
由
よ
し
を
攬
み
る
に
、
一
契
い
っ
け
い
）を
合
あ
わ 

 
 

 

せ
た
る
が
若
ご
と

し
。
未
い
ま
だ
甞
か
っ
て 

文
に
臨
ん
で
嗟
悼
さ
と
う

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
こ
れ
を
懐
こ
こ
ろ
に
喩
さ
と

る
こ
と
能
は
ず
。
固
ま
こ
と

に
死
生
を

一
い
つ
に
す
る
は
虚
誕
き
ょ
た
ん
た
り
、
彭
殤
ほ
う
し
ょ
う

を
斉
ひ
と

し
く
す
る
は
妄
作
も 

 
 

 

う
さ
く
た
る
を
知
る
。
後
の
ち

の
今
を
視
る
も
、
亦
ま
た
由
な
ほ
今
の 

昔
を
視
る
が
ご
と
く
な
ら
ん
。
悲
し
い
か
な
。
故
に
時
人
じ
じ
ん
を
列
叙
し
、
其
の
述
ぶ
る
所
を
録
す
。
世
よ
殊
に
事
こ
と

異
こ
と
な
り
と
雖
も
、
懐
お
も

ひ
を
興
お
こ
す
所
以
ゆ
ゑ
ん
は
、
其
の
致
む
ね

一 

 
 

い
つ
な
り
。
後
の
ち

の
攬
み
る
者
も
、
亦
ま
た
将
ま
さ

に 

斯
こ
の
文
に
感
ず
る
有
ら
ん
と
す
。 



五
、 

蘭
亭
之
記 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春
之
初
会
于
こ
こ
に
ゆ
く

会
稽
山
陰
之
蘭
亭
脩
禊
事
也
群
賢
畢
こ
と
ご
と
く

至
少
長
咸
集
此
地
有
崇
山
峻
嶺
茂
林
脩 

竹
又
有
清
流
激
湍
は
や
せ

暎
う
つ
す

帯
左
右
引
以
為
流
觴
さ
か
ず
き

曲
水
列
坐
其
次
雖
い
え
ど
も

無
絲
竹
管
弦
之
盛

一
觴

一
詠
亦
足
以
暢
叙
幽
情
是
日 

也
天
朗
気
清
恵
風
和
暢
仰
観
宇
宙
之
大
俯
う
つ
む
く

察
品
類
之
盛
所
以
遊
目
騁
は
せ
る

懐
足
以
極
視
聴
之
娯
信
可
楽
也
夫
人
之
相
與 

俯
仰

一
世
或
取
諸
懐
抱
悟
言

一
室
之
内
或
因
寄
所
託
放
浪
形
骸
之
外
雖
趣
舎
葛
殊
静
躁
さ
わ
ぐ

不
同
当
其
欣
於
所
遇
蹔
し
ば
ら
く

得 

於
己
怏
オ
ウ

然
自
足
不
知
老
之
将
至
及
其
所
之
既
惓
情
随
事
遷
感
慨
係
之
矣
（欠
落 

向
之
）所
欣
俛
た
れ
る

仰
之
聞
以
為
陳
述
猶
不
能
不
以
之 

興
懐
況
脩
短
随
化
終
期
於
盡
古
人
云
死
生
亦
大
矣
豈
あ
に

不
痛
哉
毎
攬
昔
人
興
感
之
由
若
合

一
契
未
嘗
な
め
る

不
臨
文
嗟
悼
い
た
む

不 

能
喩
之
於
懐
固
知

一
死
生
為
虚
誕
齊
ひ
と
し
く

彭
殤
為
妄
み
だ
り
に

作
後
之
視
今
亦
由
今
之
視
昔
悲
夫
故
列
叙
時
人
録
其
所
述
雖
い
え
ど
も

世
珠 

事
異
所
以
興
懐
其
致

一
也
後
之
攬
者
亦
将
有
感
於
斯
こ
の

文   

大
正
丙
辰
（大
正
五
年
）
七
月
十
三
日
七
十
二
叟 

 

 

橘
陰
正
環
臨 

 



六
、
般
若
心
経 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

股
若
波
羅
蜜
多
心
経  

沙
門
玄
奘
奉 

 
 

詔
譯 

観
自
在
菩
薩
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時 

照
見
五
蘊
皆
空 

度

一
切
苦
厄 

舎
利
子 

色
不
異
空 

空
不
異
色 

色
即
是
空 

空
即
是
色 

受
想
行
識
亦
復
如
是 

舎
利
子 

是
諸
法
空
相 

不
生
不
滅 

不
垢
不
浄 

不
増
不
減 

是
故
空
中 

無
色 

無
受
想
行
識 

無
眼
耳
鼻
舌 

身
意 

無
色
声
香
味
触
法 

無
眼
界 

乃
至 

無
意
識
界 
無
無
明
亦 

無
無
明
尽 

乃
至 

無
老
死
亦 

無
老
死
尽 

無
苦
集
滅
道 

無
智
亦 

無
得 

以
無
所
得
故 

菩
提
薩
埵 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

心
無
罣
礙 

無
罣
礙
故 

無
有
恐
怖 

遠
離
（
一
切
）

顛
倒
夢
想 

究
竟
涅
槃 

三
世
諸
仏 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

故
知 

般
若
波
羅
蜜
多 

是
大
神
呪 

是
大
明
呪 

是
無
上
呪 

是
無
等
等
呪  

能
除

一
切
苦 

真
実
不
虚 

故
説 

般
若
波
羅
蜜
多
呪 

即
説
呪
曰 

   

羯
諦
羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩
提
薩
婆
訶    

臨
書
百
枚
之

一
時
丙
辰
（大
正
五
年
）
夏
七
月
十
三
日
七
十
二
翁
橘
陰
正
璟 

翁
橘
陰
正
璟 



 
●
度
会
常
幸 

わ
た
ら
い 

つ
ね
ゆ
き 

 

 
 
 
 

久
志
本
梅
荘
（叟
） く
し
も
と 

ば
い
そ
う 

田
器
派 

山
田 

 

【別
称
】
常
幸
、
公
慶
、
梅
叟
、
師
竹
軒 

【享
生
没
年
】
７
２
歳1855

安
政
２
～1927

昭
和
２ 

【
生
地
】東
京
四
谷
【
住
地
】
山
田
⍡

四
谷 

【系
譜
】
常
庸
の
男 

【
略
歴
】
外
宮
禰
宜
に
補
せ
ら
れ
正
五
位
上
に
至
った
が
、
明
治
４
年
官
制
改
革
の
為
め
職
を
解
か
れ
、
明
治
１
８
年
父
と
共
に
東

京
に
移
住
し
た
。
学
習
院
教
授
と
な
り
、
ま
た
高
松
宮
殿
下
の
命
を
拝
し
、
後
又
澄
宮
殿
下
に
法
帖
を
上
つ
た
。
其
他
貴
顕
紳

士
の
其
門
に
入
り
教
を
受
け
る
も
の
多
か
った
。
資
性
温
雅
に
し
て
風
流
を
嗜
し
み
、
各
地
よ
り
揮
毫
を
乞
う
も
の
多
く
、
気
が

向
け
ば
筆
管
を
携
え
て
諸
国
を
漫
遊
し
た
。 

【書
画
暦
】
幼
に
し
て
画
を
松
田
雪
柯
に
学
び
、
後
更
に
碑
帖
に
よ
り
百
家
に
出
入
り
し
、
研
鑽
益
深
く
、
遂
に
斯
道
の
奥
義
を

極
む
る
に
至
った
。 

     



七
、
大
人
和
歌 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

み
曽
奈
波
す 

み
そ
な
は
す 
磯
の
松
原
風
奈
支
亭 

い
そ
の
ま
つば
ら
か
ぜ
な
ぎ
て 

浪
志
津
亭
ら
濃 

な
み
し
ず
て
ら
の 
朝
け
し
記
可
南 

あ
さ
け
し
き
か
な 

   

海
上
風
静  

 

度
会
常
幸 

 

 

度
会
常
幸
大
人
和
歌 

     



八
、
草
書
五
古 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

誰
識
往
来
遵
弧
雲
長
自
閑
風
来 

未
渡
水
日
暮
更
看
山
木
落 

衆
峰
出
龍
宮
蒼
翠
間  

梅
叟

 

 

 

久
志
本
梅
叟
君
草
書
五
古 

 

 

清
間
（ほ
か
は
閑
だ
が
）
堂
雅
主
属
（

=

嘱
）
題
署 

八
二
叟 

眉
峰
書 

 



九
、
蘭
亭
記 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春
之
初
会
于
こ
こ
に
ゆ
く

会
稽
山
陰
之
蘭
亭
脩
禊
事
也
群
賢
畢
こ
と
ご
と
く

至
少
長
成 

集
此
地
有
崇
山
峻
嶺
茂
林
脩
竹
又
有
清
流
激
湍
は
や
せ

暎
う
つ
す

帯
左
右
引
以
為
流
觴
さ
か
ず
き

曲
水
列
坐
其 

次
雖
い
え
ど
も

無
絲
竹
管
弦
之
盛

一
觴

一
詠
亦
足
以
暢
叙
幽
情
是
日
也
天
朗
気
清
恵
風
和
暢
仰 

観
宇
宙
之
大
俯
う
つ
む
く

察
品
類
之
盛
所
以
遊
目
騁
は
せ
る

懐
足
以
極
視
聴
之
娯
信
可
楽
也
夫
人
之
相 

與
俯
仰

一
世
或
取
諸
懐
抱
悟
言

一
室
之
内
或
因
寄
所
託
放
浪
形
骸
之
外
雖
趣
舎
葛
殊 

静
躁
さ
わ
ぐ

不
同
当
其
欣
於
所
遇
蹔
し
ば
ら
く

得
於
己
怏
オ
ウ

然
自
立
不
知
老
之
将
至
及
其
所
之
既
惓
情
随 

事
遷
感
慨
係
之
矣
向
之
所
欣
俛
た
れ
る

仰
之
聞
以
為
陳
述
猶
不
能
不
以
之
興
懐
況
脩
短
随
化 

終
期
於
盡
古
人
云
死
生
亦
大
矣
豈
あ
に

不
痛
哉
毎
攬
昔
人
興
感
之
由
若
合

一
契
未
嘗
な
め
る

不
臨 

文
嗟
悼
い
た
む

不
能
喩
之
於
懐
固
知

一
死
生
為
虚
誕
齊
ひ
と
し
く

彭
殤
為
妄
み
だ
り
に

作
後
之
視
今
亦
由
今
之
視 

昔
悲
夫
故
列
叙
時
人
録
其
所
述
雖
い
え
ど
も

世
珠
事
異
所
以
興
懐
其
致

一
也
後
之
攬
者
亦
将
有 

感
於
斯
こ
の

文   

甲
子
（

1924

大
正
１
３
）
槐
え
ん
じ
ゅ

夏
臨
於
師
竹
軒
時
暑
甚
拭
汗
書
墨
乹
カ
ン

滞
其
拙
不
可
見
也 

梅
叟 

 



十
、
秋
之
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

昨
夜
秋
風
入
謹
関
朔
雲
邊 

月
満
西
山
更
催
飛
将
追
驕
お
ご
る

虜 

莫
な
い

遺
の
こ
す

沙
場
匹
馬
還 

 

 

梅
叟 



十

一
、
行
草
書
五
律 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

群
木
籠
煙
秀

一
峰
入
戸
寄
爐
香
窓 

鳥
避
庭
果
樹
窺
う
か
が
う

猿
黙
々
水
花
碧
濛
こ
さ
め

竹 

影
移
苑
齋
讀
易
者
得
意
少
人
知 

 

梅
荘
書 

 

 

久
志
本
梅
荘 

行
草
書
五
律 

清
閑
堂
蔵 

 

乙
卯
（大
正
四
年
）
六
月 

眉
山
居
士
題
筥
は
こ
？ 

  



十
二
、
二
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

山
昏
月
未
明
木
落
霜
初
降
何 

處
夜
帰
人

一
犬
吠
深
巷   

梅
荘
書 

    



十
三
、
五
言
律
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

紛
ま
ぎ
れ
る

々
謝
人
役
寂
々
戀
吾
居
神
雨
春
雩
ウ

後
斜 

陽
社
飲
俆
ゆ
る
や
か

岸
花
飛
趁
お
う

蝶
池
葉
墮
お
ち
る

驚
魚 

好
了
公
家
事
休
令
更
到
盧
ロ 

  

丙
申
（明
治
二
九
年
）
七
月
秋
田
雅
契
属
書  

 

梅
荘
久
常
幸 

  



十
四
、
七
絶 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

草
渾
す
べ
て

水
暖
魚
迷
窟
花
落
泥
香
燕 

作
家
別
有
清
森
映
眉
目
讀
書
窓
外 

幾
竿
斜   

 

梅
荘
学
人
書 

    



十
五
、
一
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

萬
歳
寿
而
し
か
も

康 

  

癸
亥
（大
正
十
二
年
）
新
春 

 

梅
荘
書 

 

 

堂
主
人
雅
嘱 

  

八
二
叟
眉
峰
書
題  

清
閑
堂
挿
架 



●
小
俣
蠖
庵 

お
ば
た 

か
く
あ
ん 

篆
刻
・鉄
筆
派 

常
盤
町 

 

【別
称
】 

孟
寛
、
孟
奬
、
茂
四
郎
、
子
猛
、
名
六
、
栗
斎
、
柴
翁 

【享
生
没
年
】 
７
３
歳1765

明
和
２
～1837

天
保
８ 

【
生
地
】
川
崎
世
古
（常
盤
町
） 

【
住
地
】
横
橋 

八
日
市
場 

【
略
歴
】
外
宮
神
楽
職
の
家
に
生
ま
れ
る
。
生
家
は
常
盤
町
に
あ
り
味
噌
商
で
あ
った
。
豊
受
宮
の
神
楽(

か
ぐ
ら)

職
。
世
々
外
宮

神
楽
職
に
し
て
、
宮
掌
大
内
人
に
補
し
、
ま
た
家
業
と
し
て
味
噌
を
売
った
。 

【書
画
暦
】
江
戸
中
期
の
篆
刻
家
。
南
画
派
。
書
画
を
能
く
し
篆
刻
を
に
学
ん
で

一
家
を
成
す
。
性
清
雅
博
識
、
書
画
を
好
み
、

富
裕
で
あ
った
の
で
之
を
貯
う
る
も
の
多
く
、
従
って
其
鑑
織
に
長
じ
た
。
画
を
越
後
の
釧
路
雲
泉
に
学
び
て
最
山
水
に
工
み
に
、

書
は
蘇
子
膽
、
趙
子
昂
、
董
玄
宰
に
出
入
り
し
て
能
く
其
法
を
得
、
篆
刻
を
芙
蓉
門
の
源
維
良
に
従
い
其
妙
を
得
、
又
、
玉
隣

上
人
に
就
い
て
明
楽
（
江
戸
期
に
明
朝
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
廟
堂(

び
ょ
う
ど
う)

音
楽
の
名
称)

を
も
よ
く
し
。
孰
れ
も
皆

其
堂
奥
に
入
り
門
下
頗
多
く
幾
多
の
秀
才
を
輩
出
し
た
。
福
井
端
隠
（篆
刻
）
、
古
森
痴
雲
（南
画
派
）
、
中
西
笠
山
（篆
刻
）
、

阪
田
葛
丘
（篆
刻
）等
其
尤
な
る
も
の
で
あ
る
。
人
格
崇
高
、
始
終
温
容
を
以
って
人
に
接
し
、
恬
淡
に
し
て
寡
慾
、
慈
悲
を
悦
び
、

人
の
賊
難
に
遇
い
た
る
を
聞
き
、
忽
ち
二
十
餘
枚
の
画
を
爲
し
て
其
人
に
贈
り
、
以
て
復
興
の
資
と
な
さ
し
め
、
青
木
木
米
（京

都
の
陶
工
）の
流
澪
し
て
一
妓
楼
に
し
、
隠
る
る
を
聞
き
、
之
を
救
い
て
其
志
を
翅
べ
し
め
た
。
又
、
甞
て
中
山
寺
書
画
会
席
上
古

森
厚
保
（痴
雲
、
南
画
派
）の
一
石
を
携
え
て
鉛
筆
を
請
え
る
に
際
し
、
月
夜
に
彫
ら
ん
か
又
は
闇
夜
に
彫
ら
ん
か
と
戯
言
し
な
が

ら
懐
中
に
し
て
水
月
観
の
三
字
を
刻
し
、
運
刀
絶
妙
を
極
め
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。 

 
 

少
壮
の
時
よ
り
別
号
を
好
み
、
其
数

一
百
に
達
し
た
。
蠖
庵
と
は
晩
年
貧
困
に
し
て
居
室
身
を
容
る
る
に
艱
か
り
し
頃
の
称
に

て
、
主
と
し
て
書
画
に
用
い
、
篆
刻
に
は
栗
齋
を
称
し
た
。 

 



十
六
、
七
律
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

千
里
東
流
水

一
川
関
心
旅
況 

在
啼
鵑
ほ
と
と
ぎ
す

不
如
歸
去
慇
懃 

語
呼
過
迫
雲
黙
銷
け
す

邊 

 

蠖
庵 



 
●
福
井
端
陰 

ふ
く
い 

た
ん
い
ん 

篆
刻
・鉄
筆
派 

浦
口
町 

 

【別
称
】
武
熈
、
末
彰
、
帯
刀
、
孔
彰
、
凹
隅
、
両
洗 

【享
生
没
年
】
８
５
歳1800

享
和
元
～1885

明
治
１
８ 

【
生
地
】
上
中
ノ
郷 

【
住
地
】
一
志
久
保
、
八
日
市
場 

【系
譜
】
榎
倉
武
繁
の
次
男
、
帯
刀
の
養
嗣 

【
略
歴
】
外
宮
権
禰
宜 

正
四
位
上
に
至
った
。
茶
道
は
初
め
千
宗
室
の
門
に
入
り
、
後
藪
内
紹
智
に
従
い
表
裏
両
道
を
極
め
た
。 

【書
画
暦
】
小
俣
蠖
庵
に
就
い
て
書
画
並
び
に
篆
刻
を
学
ぶ
、
特
に
篆
刻
に
妙
技
を
揮
ひ
、
専
ら
皇
国
古
印
体
及
漢
の
古
体
を
宗

と
し
て
其
の
名

一
世
に
高
く
、
贄
シ
・に
え

を
其
の
門
に
執
る
も
の
が
多
か
った
。 

        



十
七
、
高
芙
蓉
先
生
印
影 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

  
 

 
芙
蓉
源
先
生
鐡
筆
現
今
存
吾
郷
者 

 
僅
々
因
搜
索
諸
家
珍
蔵
印
之 

   
神
都
陵
学
八
十

一
翁
端
陰
彰
謹
識 

 
  

     

高
芙
蓉
先
生
印
影 

   



  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  





●
松
木
偉
彦 

ま
つき 

く
す
ひ
こ 

篆
刻
・鉄
筆
派 

田
中
中
世
古 

 

【別
称
】
五
嚼
、
子
温
、
香
雲
・五
峰
、
松
年 

【享
生
没
年
】
７
４
歳1844

弘
化
元
～1917

大
正
６ 

【
生
地
】
田
中
中
世
古
（本
町
）
【
住
地
】
同
、
宮
後 

【系
譜
】
武
彦
の
男
、
品
彦
の
養
子 

【
略
歴
】嘉
永
２
年
外
宮
権
禰
宜
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
４
年
神
宮
改
革
に
よ
り
て
一
旦
、
解
職
と
な
り
、
更
に
同
禰
宜
と
な

り
ま
た
内
宮
に
も
奉
仕
し
た
。
ま
た
神
宮
の
故
典
儀
式
に
通
暁
し
、
殊
に
殿
内
の
秘
事
を
知
れ
る
は
当
時
其
右
に
出
づ
る
者
無
く
、

明
治
２
２
年
の
正
遷
宮
に
際
し
て
、
祭
主
の
宮
の
内
奏
に
よ
り
て
顧
問
を
迎
付
け
ら
れ
た
。
著
書
に
『
五
峰
印
譜
』が
あ
る
。
資
性

温
雅
、
読
書
を
松
田
雪
柯
に
、
又
大
坪
流
の
馬
術
を
鳥
羽
藩
の
林
又
蔵
に
習
った
。 

【書
画
暦
】
南
画
を
谷
口
靄(

あ
い)

山
に
学
ん
だ
。
篆
刻
を
福
井
端
隠
に
学
び
、
最
其
薀
奥
に
達
し
た
の
は
篆
刻
で
、
高
芙
蓉
の
伝

統
を
受
け
た
の
は
栗
齋(

小
俣
蠖
庵)

、
端
隠
並
び
に
偉
彦
で
あ
る
。
嘗
って(

か
って)

伊
藤
博
文
の
爲
め
に
石
印
を
刻
し
、
博
文
よ

り
は
扁
額
を
書
し
て
之
に
酬
い
ら
れ
た
。 

     



十
八
、
顛
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

小
学
琴
書
偶
愛
清
浄
開
巷
有
得
便
欣 

然
忘
食
見
樹
木
交
映
時
鳥
變
聲
亦
ま
た

後 

歓
然
有
喜
常
言
五
六
月
臥
ふ
す

北
窻
下
遇 

涼
風
暫
至
自
謂
義
皇
上
人 

 

 
 

明
治
十
七
年
六
月
十
又
四
日
篆 

醉
古
堂
劍
掃
之
詩
于
香
雲
書
房 

松
偉
彦 



●
山
口
頴
菴(

庵)
 

や
ま
ぐ
ち 

て
ん
あ
ん 

諸
派 

一
志
町 

 

【別
称
】
凸
凹
、
凹
巷
、
揚
菴
、
頴
菴
陳
人 

【享
生
没
年
】
５
８
歳1772

安
永
元
～1830

文
政
１
３ 

【
生
地
】
一
志
久
保 

【
住
地
】 

【系
譜
】
遠
山
文
圭
の
次
男
、
豹
山
の
養
子 

【
略
歴
】 

【書
画
暦
】
初
め
橋
村
痴
亭
に
従
ひ
、
後
に
皆
川
淇
園
の
門
に
入
り
、
詩
を
菅
茶
山
に
学
ん
だ
。
博
学
多
識
に
し
て
詩
名
海
内
に

重
く
、
漢
魏
六
朝
よ
り
唐
宋
以
後
の
諸
家
ま
で
窺
は
ざ
る
は
靡
か
った
。
同
人
河
崎
良
佐
、
宇
仁
館
雨
航
、
西
村
維
祺
、
北
條
霞

亭
、
池
上
鄰
哉
、
孫
福
包
蒙
、
東
垣
軒
等
と
恒
心
社
を
設
け
て
そ
の
盟
主
と
な
った
。
官
を
勤
む
る
も
の
あ
る
も
辞
し
て
就
か
ず
。

酒
を
蒙
り
痛
飲
日
夜
に
渉
り
、
叉
山
水
の
癖
あ
り
、
釣
を
祭
し
み
悠
々
自
適
し
た
。
文
致
二
年
月
瀬
に
遊
び
て
詩
集
月
瀬
梅
花

帖
を
著
し
、
天
下
の
知
友
に
頒
った
。
こ
れ
は
拙
堂
の
月
瀬
記
勝
の
先
俑
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。 

墓
写
真
あ
り 

      



十
九
、
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

絶
無
奇
滕
わ
く

上
吟
眸
ひ
と
み

行
到
伊
山
欲
盡 

頭
渓
近
似
標
風
（土
に
、
）異
種
梅
邨
落 

属
和
洲  

月
瀬
梅
義
詩
廿
六
首
之

一 

頴
庵
韓
○ 

  



廿
、
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

閑
想
還
知
勝
有
機
架
空
楼
閣
或
依
稀
籬
ま
が
き

如
○
眼
教 

童
補
筆
似
雞
ケ
イ

毛
為
容
揮
書
畫
閲
年
皆
古
色
竹
花
承
日
自 

秋
輝
此
時
○
○
○
○
○

一
榻
し
じ

新
涼
路
後
衣 

 

頴
庵
老
人 

 

 

山
口
頴
庵
先
生
詩 

   



○
土
井
聱

牙 

ど
い 

ご
う
が 

津 
 

【
別
称
】
有
恪
、
士
恭
、
松
径 

【享
生
没
年
】６
４
才1816

文
化
１
３
～
～1880

明
治
１
３ 

【
生
地
】
【
住
地
】津 

【系
譜
】 

【
略
歴
】幕
末
維
新
の
津
藩
儒
学
者
、
漢
学
者
。
川
村
竹
坡
・斎
藤
拙
堂
に
学
ぶ
。
藩
校
有
造
館
助
教
・講
官
。 

 
 
 
 
 
 

学
風
は
清
朝
の
考
証
学
を
尊
ぶ
。 

             



廿

一
、
一
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

甌
ほ
と
ぎ

香
研
浄
有
餘
欣 

 

 

聱
牙
書 

 

 

土
井
聱
牙
先
生

一
行 

   



●
矢
土
錦
山 

や
つち 

き
ん
ざ
ん 

田
丸
町 

 

【別
称
】
勝
之
、
實
夫 

【享
生
没
年
】
７
２
歳1849

嘉
永
２
～1920

大
正
９ 

【
生
地
】
田
丸 

【
住
地
】
飯
南
郡
射
和
村 

【系
譜
】
源
八
の
弟 

【
略
歴
】
２
５
歳
の
頃
上
京
し
て
賞
勲
局
の
官
吏
と
な
り
、
森
春
濤
（漢
詩
人
）の
門
に
入
り
巌
谷
一
六
、
川
田
甕
江
等
の
名
士
と

交
を
結
び
，
名
声
大
に
楊
り
、
退
官
後
、
伊
藤
博
文
に
漢
詩
を
授
け
、
其
別
荘
滄
浪
閣
を
案
じ
て
、
扁
額
を
揮
毫
し
た
と
云
ふ
。

常
に
西
園
寺
公
望
其
他
名
流
と
詩
酒
徴
逐
し
、
嘗
て
末
松
謙
澄
を
し
て
、
森
槐
南
に
比
す
れ
ば
、
覇
気
満
々
な
り
と
評
せ
し
め

た
。 

【書
画
暦
】
幼
よ
り
學
問
を
好
み
、
十
七
八
歳
の
頃
、
藤
川
三
渓
，
松
田
雪
柯
に
つき
て
漢
学
を
学
び
、
後
、
津
藩
の
名
儒
土
井
贅

牙
の
門
人
と
な
り
、
詩
文
を
よ
く
し
、
且
書
に
巧
み
で
あ
った
。 

      



廿
ニ
、
七
州
経
過
之
絶
句 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

経
過
七
州
得
夕
陽 

武
相
互
駿
遠
参
張 

低
伵

何
暇
歎
な
げ
く

興
敗 

車
窓
指
黙
咸
み
な

戦
場 

  

秋
田
兄
壹
属
録
近
作

一
首 

 

 

錦
山
○
○
勝
之 

 

（矢
土
を
１
字
に
し
た
字
）

錦
山
翁
七
州
経
過
之
絶
句 

 

清
閑
堂
賞
玩 

八
二
叟
眉
峯
簽
か
ご 

 



廿
三
、
七
律
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

安
心
居
士
齢
正
達 

四
十
古
○
強
仕
今
日 

初
老
居
士
近
○
多 

病
古
今
人
子
相
及 

韓
昌
黎
く
ろ
い

不
吾
欺
也 

既
疾
而
し
か
も

養
生
未
若 

摂
生
于
未 

病
然
為 

之
當
賢
于
巳
居
士 

近
度
妓
昵
ち
か
づ
く

醫
い
や
す

以
薬 

易
酒
省
飲
宴
之
費 

以
褠
聖
賢
之
書
此 

是
居
（古
が
立
）

丕
お
お
き
い

新
学
問
小
○
済 

  
 

秋
田
賢
兄
一
叟 

錦
山
○
○
勝
之 



●
広
瀬
淡
窓 

ひ
ろ
せ 

た
ん
そ
う 

大
分 

 

【別
称
】
建
、
子
基 

【享
生
没
年
】
７
５
歳1782

天
明
２
～1856 

安
政
３ 

【
生
地
】
豊
後
国
日
田
（大
分
）
【
住
地
】 

【系
譜
】 

【
略
歴
】
儒
学
者
で
、
漢
詩
人
、
教
育
者
。
筑
前
国
の
亀
井
南
冥
、
亀
井
昭
陽
父
子
に
師
事
す
る
。
豊
後
国
日
田
に
私
塾
を
開
き

桂
林
荘
の
ち
咸
宜
園
か
ん
ぎ
え
ん
と
し
日
本
最
大
級
の
私
塾
と
な
った
。
古
市
古
楼
備
前
屋
主
人
で
敬
神
家
の
太
田
小
三
郎
が
幼

時
、
朱
子
学
を
学
ん
だ
。 

         



廿
四
、
春
好
五
言
絶
句 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
）  

 

吏
隠
聚
成
邨
蕭
然
春
好
處
疎 

籬
ま
が
き

不
護
花
野
蝶
来
還
去         

 

建 

 
淡
白
廣
瀬
先
師
春
好
五
言
絶
句 

 

 

今
歳
秋
田
雅
契
壽
齋
新
築
祝
之
以
贈
此
幀
チ
ョ
ウ 

   

径 

時
明
治
四
十

一
年
仲
冬
長
山
（雪
柯
四
、
七
言
絶
句
に
も
記
載
あ
り
）
老
士
人
識 



廿
五
、
二
行
詩 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

 

 

蜻
蜓
せ
い
て
い
（飛
ぶ
範
囲
が
広
い
）

終
息
戦
玄
莬
メ
ン

己
移
兵
咄
し
か
る 

咄
豊
関
白
不
堪
髀
も
も

肉
生 

 

建 

   



●
土
方
泰
山 

ひ
じ
か
た
た
い
ざ
ん 

土
佐 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

 

【別
称
】
大

一
郎
、
楠
左
衛
門
、
久
元
、
秦
山 

【享
生
没
年
】
８
６
歳1833

天
保
４
～1918

大
正
７ 

【
生
地
】
土
佐 

【系
譜
】
土
佐
藩
郷
士
土
方
久
用
の
子
。
土
方
与
志
（久
敬
）の
祖
父
で
も
あ
る
。 

【書
画
暦
】 

【
略
歴
】幕
末

・
明
治
の
志

士
。
神
苑
会
評
議
員
。
政
治
家
。
正

二
位
伯
爵
。
土
佐
勤
皇
党
に
参
加
し
、
藩
命
に
因
っ

て
上
洛
し
、
三
条
実
美
の
信
を
得
て
学
習
院
御
用
掛
と
な
り
「
七
卿
落
ち
」
に
随
行
し
、
中
岡
慎
太
郎
と
共
に
薩
長
同
盟
に
尽

力
し
、
維
新
後
は
明
治
天
皇
に
信
任
さ
れ
て
宮
内
大
臣
・宮
中
顧
問
官
・枢
密
顧
問
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
の
ち
明
治
政
府

に
出

仕
し
、
の
ち
元
老
院
議
官

・
宮
中
顧
問
官

・
枢
密
顧
問
官

・農
商
務
大
臣
等
を
歴
任
し
た
。
大
正
初
期
に

は
「
生
き
た
る
勤
皇
討
幕
史
」
と
し
て
有
名
で
、
幕
末
の
様
子
を
描
い
た
『
回
転
実
記
』
を
著
し
て
い
る
。
か
の
『
銭
形
平
次
』
の
作

者
野
村
胡
堂
も
報
知
新
聞
記
者
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
修
羅
場
を
潜
った
迫
力
に
肝
を
冷
や
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

彼
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
築
地
小
劇
場
を
拠
点
に
新
劇
運
動
を
興
し
た
演
出
家
。 

       



廿
六
、
詩
書 

（２
０
２
０
年
４
月
伊
勢
市
に
寄
贈
） 

  

眼
界
開
成
活
畫
図
香
炉
峰
映
馬
頭
湖 

満
舩
雅
客
抽
毫
坐
収
拾
風
光
楽
有
餘 

  

楊
子
江
舩
中
作 

明
治
三
十
九
年 

初
夏
為
秋
田
氏 

              

録
於
京
師    

鴨
知
楼 

 

秦
山
人 

 

 

土
方
秦
山
雅
君
詩
書 

 

 

 

揚
子
江
舩
中
高
吟
為      

八
二
叟
眉
峯
書
著 

        

清
閑
堂
主
人
雅
嘱
作
製 



廿
七
、
扁
額 

萬
福
来 

 

  

萬 福 来 
 

大
正
六
年
秋 

為
石
野
氏
（誰
で
し
ょ
う
か
？
） 

清
嘱
（委
嘱
ひ
と
に
ま
か
せ
に
頼
む
こ
と
の
美
称
） 

八
十
五
叟 

正
二
位
久
元 

  



    
二
、
伊
勢
度
会
外
書
家
之
部 

    



○
亀
井
南
冥 

か
め
い 

な
ん
め
い 

福
岡 

【別
称
】
魯
、
道
載
、
主
水
、
【享
生
没
年
】
７
２
歳1743

寛
保
３
～1814

文
化
１
１
【
生
地
】
筑
前
国
姪
浜
（現
在
の
福
岡
市
） 

【系
譜
】
筑
前
国
早
良
郡
姪
浜
村
の
村
医
亀
井
聴
因
の
長
男 

【
略
歴
】
江
戸
時
代
の
儒
学
者
で
、
医
者
、
教
育
者
、
漢
詩
人
。
亀
門
学
の
祖
。
幼
少
よ
り
父
の
も
と
で
学
問
に
励
み
、
青
年
に
い
た
り
、
肥
前
蓮
池

の
黄
檗
僧
大
潮
元
皓
に
師
事
し
、
更
に
都
へ
上
って
吉
益
東
洞
に
師
事
し
た
が
、
す
ぐ
に
永
富
独
嘯
庵
の
門
下
に
移
る
。
永
富
は
山
脇
東
洋
の
高
弟
で
、

山
県
周
南
に
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
よ
って
、
南
冥
は
儒
学
者
と
し
て
は蘐

園
学
派
（古
文
辞
学
）に
属
し
、
医
学
で
は
山
脇
東
洋
の
流
れ
を
汲
む
こ

と
に
な
る
。 

  

永
富
の
門
下
生
時
代
の
南
冥
は
、
師
の
著
作
『
漫
遊
雑
記
』
に
序
文
を
提
供
す
る
程
の
秀
才
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
。
ま
た
、
小
石
元
俊
（蘭
学

者
）
・小
田
享
叔
（儒
学
者
）と
と
も
に
「
独
嘯
庵
門
下
の
三
傑
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
帰
郷
後
は
父
と
共
に
博
多
唐
人
町
に
開
業
す
る
傍
ら
で

1762

宝
暦
１
２
に
は
私
塾
を
開
き
、
多
く
の
門
人
を
集
め
た
。
一
方
で
、
宝
暦
・明
和
期
に
は
た
び
た
び
長
崎
を
訪
問
し
て
時
代
の
新
風
に
触
れ
、
安
永

期
の
京
坂
に
遊
ん
で
は
大
坂
の
混
沌
詩
社
に
も
出
入
り
し
て
い
る
。1778

安
永
７
、
福
岡
藩
主
黒
田
治
之
は
南
冥
を
儒
医
と
し
て
採
用
し
、1784

天
明
４
に
は
治
之
の
遺
言
（治
之
は1781

に
急
死
）で
、
南
冥
は
新
設
さ
れ
た
二
つの
学
問
所
の
一
方
で
あ
る
甘
棠
館
の
祭
酒
（学
長
）に
就
任
す
る
。 

  

同
じ
く1784

天
明
４
、
有
名
な
志
賀
島
の
金
印
（倭
奴
国
王
印
）が
発
見
さ
れ
る
。
こ
の
発
見
に
対
し
南
冥
は
素
早
く
『後
漢
書
』東
夷
伝
を
引

用
し
て
金
印
の
由
来
を
説
明
、
次
い
で
『
金
印
弁
』
を
著
し
て
金
印
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
った
。
も
う

一
方
の
学
問
所
で
あ
る
修
猷
館
の
学
長
に
就
任

し
て
い
た
竹
田
定
良
（朱
子
学
者
）も
『
金
印
議
』
を
著
し
た
が
、
内
容
は
南
冥
の
説
明
の
域
を
大
き
く
出
な
い
も
の
で
、
結
果
と
し
て
南
冥
の
名
を
高

め
た
。
ま
た
南
冥
は
金
印
発
見
の
報
と
印
文
並
び
に
鑑
定
書
を
全
国
の
学
者
と
知
人
に
送
って
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
上
田
秋
成
や
藤
貞
幹
な
ど
も

独
自
に
金
印
研
究
を
行
って
い
る
。  

そ
の
後
、1790

寛
政
２
に
寛
政
異
学
の
禁
が
出
さ
れ
、
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所
で
朱
子
学
以
外
の
学
問
が
禁

止
さ
れ
る
と
、
各
藩
に
も
影
響
が
出
て
、
蘐
園
学
派
に
属
す
る
南
冥
の
立
場
は
危
う
く
な
った
。
修
猷
館
派
の
攻
撃
を
受
け
て1792

寛
政
４
、
つ
い
に

失
脚
し
、
南
冥
は
甘
棠
館
祭
酒
を
解
任
の
う
え
、
蟄
居
禁
足
処
分
と
な
る
。1798

寛
政
１
０
に
は
甘
棠
館
が
焼
失
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
甘
棠
館
廃

止
。
教
官
は
解
職
さ
れ
、
生
徒
は
全
て
竹
田
定
良
の
修
猷
館
に
編
入
と
な
る
。
失
脚
と
学
校
の
消
滅
に
南
冥
は
失
意
に
沈
む
こ
と
と
な
る
が
、
や
が
て

息
子
の
昭
陽
を
中
心
に
私
塾
と
し
て
亀
井
塾
が
再
開
さ
れ
、
南
冥
も
そ
こ
で
指
導
に
あ
た
った
。
南
冥
・昭
陽
父
子
の
下
に
は
九
州
に
と
ど
ま
ら
ず
日

本
各
地
か
ら
弟
子
が
訪
れ
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
が
育
った
。1814

文
化
１
１ 

３
月
２
日
、
自
宅
の
失
火
に
よ
り
死
去
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
猛

火
の
中
で
端
座
し
て
焚
死
し
た
と
い
う
。 



廿
八
、
書 

  

不
當
甘
露
味 

何
知
大
羹
あ
つ
も
の

和 

  

 

南
冥
陳
人 

 
 

 

亀
井
南
冥
先
生
書 

 

 

清
閑
堂
主
君
嘱
題 

八
一
叟 

眉
峯
堂 

 



○
日
下
部
鳴
鶴 

く
さ
か
べ 

め
い
か
く 

滋
賀 

 

【別
称
】東
作
、
子
暘
、
野
鶴
・鶴
叟 

 

【享
生
没
年
】
八
十
五
歳1837

天
保
８
～1922

大
正
１
１  

【
生
地
】
滋
賀
県 

【書
画
暦
】
書
家
。
初
め
巻
菱
湖
・貫
名
菘
翁
の
風
を
慕
う
が
、
楊
守
敬
の
来
朝
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
の
ち
中
国
に

遊
び
、
兪
曲
園
・呉
大
澂
・楊
見
山
・呉
昌
碩
ら
と
交
わ
った
。
そ
の
格
調
高
い
書
風
で
近
代
書
道
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。 

              



廿
九
、
七
絶 

 
   

蹔
し
ば
ら
く

占
林
（泉
脱
字

）
一
味
閑
幽  

情
元
自 

異
塵
寰
カ
ン

踐
ふ
む 

棋
敲
た
た
く

罷
忽
た
ち
ま
ち

呼 

酒
人 

在
月
明
蟲
む
し

語
間 

 
 

・
辛
卯
（

1891

明
治
二
四
年
）
小
春
録
舊
作  
林
下
脱
泉                 

鳴
鶴
仙
史  

東
作 

 

 

    

日
下
部
鳴
鶴
翁
書
七
絶     

蹔
？

占
林
泉

一
味
閒(

＝
間
） 

 



○
柴
野
？
栗
山 

し
ば
の 

り
つざ
ん 

讃
岐 

 

【別
称
】
邦
彦
、
彦
輔
、
彦
助
、
古
愚
軒 

 

【享
生
没
年
】
七
十
二
歳1735

享
保
２
０
～1807

文
化
４  

【
生
地
】
讃
岐 

【
略
歴
】
江
戸
中
・後
期
の
儒
者
。
昌
平
黌
に
学
び
、
阿
波
侯
に
仕
え
る
。
の
ち
松
平
定
信
に
召
さ
れ
て
幕
府
に
任
官
、
朱
子
学
を

唱
え
官
学
と
す
る
。
詩
書
も
能
く
し
、
尾
藤
二
洲
・古
賀
精
里
と
共
に
「寛
政
の
三
博
士
」
と
称
さ
れ
る
。
内
宮
の
林
崎
文
庫
に
対

し
、
積
極
的
な
整
備
策
を
行
った
内
宮
権
禰
宜
の
蓬
莱
尚
賢
ひ
さ
か
た

を
自
署
の
「林
崎
文
庫
の
記
」で
称
賛
し
た
。 

     



丗
、
一
行
詩 

 

 

 

湖
来
春
月
涼 

 

 

風
流
栗
山 

   



○
杉 

聴
雨 

す
ぎ 

ち
ょ
う
う 

山
口 

 

【
別
称
】
重
華
、
孫
七
郎 

【
享
生
没
年
】
８
６
歳

1
8
3
4

天
保
５
～1

9
2
0

大
正
９ 

【
系
譜
】
山

口
藩

士 

【
略
歴
】
子
爵
。
維
新
に
功
あ
り
、
諸
官
を
経
て
宮
内
省
御
用
掛
・
枢
密
顧
問
官

・議
定
官
に
至
る
。 

【
書

画
暦
】
詩
を
能
く
し
、
書

画
に
秀
で
る
。 

             



丗

一
、
琵
琶
湖
七
絶 

 

 

 

古
里
渺
ビ
ョ
ウ

然
湖
色
晴 

中
天

一
顆
つぶ

月
光
明 

水
波
無
響
夢
魂
種 

舟
在
白
銀
盤 

上
行 

 

琵
琶
湖
舟
中 

 

聴
雨
居
士 

 

 

杉 

聴
雨
先
生
琵
琶
湖
七
絶 

 



○
永
坂
石
埭 

な
が
さ
か 

せ
っ
た
い 

名
古
屋 

 

【
別
称
】
周

二
、
玉
池
舫
人
・曼
梅
主

人
等 

【
享
生
没
年
】
８
０
歳

1
8
4
4

弘
化
元
～1

9
2
4

大
正
１
３ 

【
生
地
】
【
住
地
】
名
古
屋 

【
系
譜
】 

【
略
歴
】
書
家

・医
師
・漢
詩
人
。 

【
書

画
暦
】
漢
詩
を
鷲
津

毅
堂
に
、
詩
を
森
春
濤
に
学
び
、
春
濤
門

四
天
王
の
一
人
と
称
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

書

画
・篆
刻
に
秀
で
、
そ
の
書

風
は
石
埭
流
の
名
で
知
ら
れ
る
。 

          



丗
ニ
、
七
律
詩 

 

 

 

酒
醒
微
覺
暮
寒
加
聴
到
梅
花 

白
處
家
（字
が
な
い
）薔
シ
ョ
ウ 

か
き 

に
似
て
い
る

）僅

一
重
春
月
透
幽 

琴
如
雪
響
爬
沙 

 
石
埭
七
十
六
老
人 

   



○
中
村
敬
宇 

な
か
む
ら 

け
い
う 

江
戸 

 

【別
称
】
正
直
ま
さ
な
お
、
訓
太
郎
、
敬
太
郎
、
敬
輔 

【享
生
没
年
】
５
８
歳1832

天
保
３
～1891

明
治
２
４  

【
生
地
】
【
住
地
】
江
戸 

【系
譜
】幕
府
同
心
の
家
に
生
ま
れ
る
。 

【
略
歴
】
明
治
時
代
の
日
本
の
啓
蒙
思
想
家
、
教
育
者
。
文
学
博
士
。
英
学
塾
・同
人
社
の
創
立
者
で
、
東
京
女
子
師
範
学
校
摂

理
、
東
京
大
学
文
学
部
教
授
、
女
子
高
等
師
範
学
校
長
を
歴
任
し
た
。 

昌
平
坂
学
問
所
で
学
び
、
佐
藤

一
斎
に
儒
学
を
、
桂
川
甫
周
に
蘭
学
を
、
箕
作
奎
吾
に
英
語
を
習
った
。
後
に
教
授
、
さ
ら
に
は

幕
府
の
儒
官
と
な
る
。
幕
府
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
監
督
と
し
て
渡
英
。
帰
国
後
は
静
岡
学
問
所
の
教
授
と
な
る
。 

教
授
時
代
の1870

明
治
３
に
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・ス
マ
イ
ル
ズ
の
『Self H

elp

』
を
『
西
国
立
志
篇
』の
邦
題
（別
訳
名
『自
助
論
』
）で
出
版
、

百
万
部
以
上
を
売
り
上
げ
、
福
澤
諭
吉
の
『学
問
の
す
す
め
』
と
並
ぶ
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
った
。
序
文
に
あ
る
⍗Heaven

 
helps 

those w
ho help them

selves

⍘
を
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
と
訳
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。 

ジ
ョ
ン
・ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・ミ
ル
の
『On

 
L
iberty

』
を
訳
し
た
『自
由
之
理
』
（現
在
で
は
同
書
を
『自
由
論
』
と
称
す
る
の
が
一
般
的
）は
、

「最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
と
い
う
功
利
主
義
思
想
を
主
張
し
、
個
人
の
人
格
の
尊
厳
や
個
性
と
自
由
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。 

1872

明
治
５
、
大
蔵
省
に
出
仕
。
女
子
教
育
・盲
唖
教
育
に
も
尽
力
。1873

明
治
６
、
同
人
社
を
開
設
。
ま
た
、
福
澤
諭
吉
、
森

有
礼
、
西
周
、
加
藤
弘
之
ら
と
と
も
に
設
立
し
た
明
六
社
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
啓
蒙
思
想
の
普
及
に
努
め
た
。
機
関
誌
「
明
六

雑
誌
」
の
執
筆
者
で
も
あ
った
。 

1890

明
治
２
３
、
貴
族
院
勅
選
議
員
に
任
じ
ら
れ
、
死
去
す
る
ま
で
在
任
し
た
。 

六
大
教
育
家
の
う
ち
の
３
名
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

（あ
と
２
人
は
森
有
礼
と
新
島
襄
）の
う
ち
の
一
人
。
興
亜
会
会
員
。 



丗
三
、
書 

（七
絶
） 

 

 

 

馬
上
功
成
醼
エ
ン

舊
ふ
る
い

知 

大
風 

歌
沸
沛
ハ
イ

中
児 

誰
知
不
事
詩 

書
者 

又
向
騒
壇
樹
赤
旗 

 

 

詠
謹
高 

 

敬
宇
正
直 

 

 

文
学
博
士 
中
村
敬
宇
正
直
先
生
書 

 



○
貫
名
菘
翁
海
屋 

ぬ
き
な 

す
う
お
う 

か
い
お
く 

阿
波 

 

【別
称
】
吉
井 

苞
、
君
茂
・子
善
、
海
客
、
海
叟
、
菘
翁
、
方
竹
山
人
、
須
静
山
人 

【享
生
没
年
】
８
６
歳1778

安
政
７
～1863

文
久
３ 

【
生
地
】
阿
波
国
【
住
地
】 

【系
譜
】 

【
略
歴
】
晩
年
に
は
下
鴨
神
社
に
奉
仕
し
、
諸
国
を
遊
歴
し
た
。 

【書
画
暦
】
書
は
西
宣
行
に
師
事
し
て
宋
法
を
学
ぶ
。
近
世
第

一
の
能
書
家
と
称
さ
れ
、
須
静
塾
を
開
く
。 

 

中
森
万
象
氏
談 

「菘
翁
自
詠
詩
稿
帳 

江
川
吟
舟
」
よ
り 

７
１
歳
（

1847

嘉
永
元
年
）の
頃
、
数
年
住
ん
だ
三
本
木
（三
本
町
）か
ら
栗
田
に
程
近
い
錦
織
村
岡
崎
聖
護
院
（左
京
区
）に

転
居
し
た
が
、
そ
こ
は
菘
と
う
な
の
名
産
地
だ
った
の
で
、
居
室
の
周
囲
に
植
え
て
い
た
の
で
、
「摘
菘
翁
」
と
号
し
、
の
ち
摘
を
略

し
て
「菘
翁
」
と
い
う
よ
う
に
な
った
。
そ
の
頃
か
ら
、
書
は
本
格
的
に
な
り
、
あ
ま
ね
く
古
碑
帳
を
渉
猟
し
、
習
わ
ざ
る
は
な
し

の
勉
強
ぶ
り
で
追
随
を
許
さ
な
い
境
地
に
達
し
た
と
い
う
。
従
って
、
癸
丑
は
嘉
永
六
年 

７
７
歳
の
時
だ
と
考
え
ら
れ
る
と
い

う
。 

    



丗
四
、
書
古
人
語
（字
を
解
読
し
て
く
れ
た
同
級
生
書
家 

中
森
万
象
君
に
感
謝
を
込
め
て
贈
呈
） 

 

 

 

起
居
無
時
惟
お
も
う

適
所
安
与
其
（有
・・・脱
字

）誉
於 

前
孰
若
無
毀
於
其
後
与
其
（有
・・・脱
字

）楽
於 

身
孰
若
無
憂
（於
・・・脱
字

）
其
心 

  

癸
丑
（嘉
永
六
年
）
清
和
（
四
）
月 

 

摘
菘
人
書 

 

 

貫
名
菘
翁
書 

 





○
貫
名
海
堂 

ぬ
き
な 

か
い
ど
う 

播
磨 

 

【別
称
】肅
、
子
儀
、
海
堂
・海
叟 

 

【享
生
没
年
】
歳1885

明
治
１
８
～
昭
和
１
６1941 

【
生
地
】
【
住
地
】
兵
庫
播
磨
垂
水 

 

【書
画
暦
】
書
家
。
菘
翁
の
筆
勢
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
菘
翁
の
一
族
か
門
弟
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

               



丗
五
、 

二
行
詩 

（七
絶
） 

 

 

 

四
願
山
光
接
水
天
凭
も
た
れ
る

覧
十
里
芰
キ

前
香 

清
風
明
月
無
人
管
併
作
南
楼

一
夜
涼 

       

庚
戌
（

1910

明
治
四
三
年
）
之
小
春
書         

海
堂
粛 

（陰
刻
）
貫
名
肅
印 

（陽
刻
）
海
堂
居
士 

 

 

 



○
梁
川
星
巌 

や
な
が
わ 

せ
い
が
ん 

美
濃 

 

【別
称
】
孟
緯
も
う
い

、
新
十
郎 

【享
生
没
年
】６
９
歳1789

寛
政
元
～1858

安
政
５ 

【
生
地
】
美
濃
（岐
阜
）
【
住
地
】 

【系
譜
】 

【
略
歴
】
１
５
才
に
江
戸
に
出
て
古
賀
精
里
せ
い
り

、
山
本
北
山
に
学
ん
だ
。
女
流
詩
人
で
あ
った
妻
紅
蘭
こ
う
ら
ん
と
と
も
に
２
０
年

間
も
各
地
を
旅
し
た
り
、
江
戸
で
玉
池
吟
社
ぎ
ょ
く
ち 

ぎ
ん
し
ゃ

を
開
い
た
り
し
た
後
、
京
都
に
住
ん
だ
。
た
ま
た
ま
寛
永
６
年
ペ
リ
ー
の

開
港
要
求
に
よ
り
、
幕
府
は
翌
年
下
田
で
仮
条
約
を
結
ん
だ
。
か
く
て
尊
王
攘
夷
の
論
が
起
こ
り
、
星
巖
も
諸
藩
の
志
士
と
画
策

す
る
と
こ
ろ
が
多
か
った
。
幕
府
は
勤
王
の
志
士
を
捕
ら
え
、
吉
田
松
陰
、
橋
本
左
内
等
皆
を
投
獄
し
た
。
星
巖
は
、
志
士
の
頭
領

と
目
せ
ら
れ
捕
ら
え
ら
れ
る
所
、
安
政
５
年
９
月
２
日
病
気
の
た
め
７
０
才
で
急
死
し
た
。
越
え
て
４
日
、
捕
吏
ほ
り

：
罪
人
を
捕
ら
え
る
役
人

が
家
に
到
った
が
既
に
没
し
た
後
で
難
を
免
れ
た
。
当
時
「星
巖
は
詩
に
上
手
よ
り
死
に
上
手
な
り
」
と
言
った
と
い
う
。 

      



丗
六
、
絹
本
七
絶 

 

 

 

繍
ぬ
い
と
り

衾
ふ
す
ま

香
暖
合
歓
床
玉
偏
聲
沈
夜
正
長 

月
予
楼
高
啼
不
定
人
間
何
處
五
更 

霜                    
 

星
巌
真
逸 

 

 

梁
川
星
巌 

絹
本
七
絶 

竪
た
て

幅 

                           



     
 
 
 
 

三
、
作
者
不
詳 

    



○
武
彦
た
け
ひ
こ  

松
木
偉
彦
の
父
、
松
木
武
彦
【
略
歴
】
外
宮
権
禰
宜
、
和
歌
【享
生
没
年
】
５
４
歳1818

文
政
元
～1871

明
治
４
だ
と
す
る
と
、

作
年
の
昭
和
癸
酉
（昭
和
八
年
）と
時
期
が
合
わ
な
い 

丗
七
、
和
歌 

 

乱
れ
や
の
数
け
て
よ
り

一
筋
に 

   

思
入
る
天
ぞ 

仇
は
こ
ふ
さ
め 

    

脱
覊
而
中
正   

昭
和
癸
酉
（

1933

昭
和
八
年
）
夏 

武
彦
書  

た
け
ひ
こ 

(

印)

无
盡(

無
尽)

居
士 

 
 

 
 



○
憲
巌 

の
り
い
わ
？ 

 
丗
八
、
松 

 

擅
弌
味 

松 

千
年
翠 

 

教
然
憲
巌
叟 

憲
巌



 
書
の
部 

編
集
後
記 

  

中
国
武
漢
か
ら
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
中
に
蔓
延
（パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
ら
し
い
）し
、
感
染
対
策
の
一
環
と
し
て
、
外
出
の
自
粛
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
時
間
が
で
き
た
こ
と
、
そ
の
お
蔭
で
心
が
落
ち
着
い
た
こ
と
も
あ
り
、
、
一
年
間
放
置
し
た
「書
の
部
」
の
編
集
が
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

2020

令
和
２
年
４
月 

秋
田
耕
司 

   

（付
録
） 

漢
詩
解
説 

漢
詩
は
、
「４
句
」
か
ら
な
る
「絶
句
」
と
「８
句
」
か
ら
な
る
「律
詩
」
が
あ
る
。 

 

絶
句
４
句
は
、
起
・承
・転
・結
か
ら
な
る
。 

１
句
が
５
字
の
五
言
絶
句
と
７
字
の
七
言
絶
句
と
が
あ
る
。
六
言
絶
句
の
数
は
多
く
な
い
。 

「平
仄
」
の
規
則
を
厳
密
に
適
応
す
る
「律
絶
」
と
、
制
約
が
比
較
的
緩
い
五
言
詩
の
み
の
「古
絶
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

  

律
詩
８
句
は
、
２
句
１
組
で
聯
レ
ン
を
構
成
し
て
い
て
、
起
聯
キ
レ
ン
（第
１
・２
句 
首
聯
）
・頷
聯 

ガ
ン
レ
ン
（第
３
・４
句 

前
聯
）
・頸
聯 

ケ
イ
レ

ン
（第
５
・６
句 

後
聯
、
頷
聯
と
頸
聯
と
は
対
句
に
な
る
。
）
・尾
聯
ビ
レ
ン
（第
７
・８
句 
落
句
）か
ら
な
る
。 

五
言
律
と
七
言
律
と
が
あ
り
、
た
ま
に
六
言
律
詩
も
あ
る
。 

格
律
（句
数
・字
数
・平
仄
・押
韻
・対
句
と
い
った
格
式
や
韻
律
の
こ
と
）の
制
約
を
厳
し
く
受
け
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
格
律
か
ら
律
詩
の
前
半

四



句
に
相
当
す
る
も
の
は
「律
絶
」
と
呼
ば
れ
、
「
小
律
詩
」
と
も
い
う
。 

 

い
ず
れ
も
、
「平
仄
」
ヒ
ョ
ウ
ソ
ク
に
従
い
、
作
詩
さ
れ
る
。 

 

「平
仄
」
と
は
？ 

中
国
語
に
お
け
る
漢
字
音
を
「
四
声
」
に
し
た
が
って
、
「平
声
」
ヒ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
と
「
仄
声
」
（平
声
以
外
の
三
声

：
上
声
ジ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
・去
声
キ
ョ
シ
ョ

ウ
・
入
声
ニ
ッ
シ
ョ
ウ
）の
２
種
類
に
分
け
た
も
の
で
、
絶
句
・律
詩
と
も
に
各
字
、
各
句
、
各
聯
同
士
で
重
視
さ
れ
る
「押
韻
」
（＝
脚
韻 

漢
詩
で
は
一

定
の
句
末
に
同

一
の
韻
字
を
用
い
る
こ
と
。
）等
の
作
詩
規
則
の
こ
と
。 

・平
声
に
属
す
る
文
字
を
「平
字
」
、
仄
声
に
属
す
る
文
字
を
「仄
字
」
と
い
う
。 

・第
１
句
第
２
字
が
「平
字
」
ヒ
ョ
ウ
ジ
で
あ
る
も
の
を
「平
起
」
、
「仄
字
」
ソ
ク
ジ
で
あ
る
も
の
を
「仄
起
」
と
い
う
。 

 

１
．
五
言
で
は
二
四
不
同
（各
句
第
２
・４
字
は
平
仄
を
異
な
え
る
）、
七
言
で
は
さ
ら
に
第1

句
に
、
二
六
対
（第
２
・６
字
の
平
仄
を
同
じ
に
す
る
）

で
押
韻
す
る
。
第1

句
は
押
韻
し
て
も
し
な
く
て
も
良
い
。
第1

句
に
押
韻
し
な
い
の
を
「踏
落
し
」
と
い
う
。
換
韻
は
な
さ
れ
な
い
。 

  
 

押
韻
は
、
平
韻
（平
字
ヒ
ョ
ウ
ジ
で
押
韻
）が
多
く
、
ま
れ
に
仄
韻
（仄
字
ソ
ク
ジ
で
押
韻
）が
あ
る
。 

２
．
各
句
第
２
字
を
横
に
見
て
ゆ
き
平
仄
仄
平
（ま
た
は
仄
平
平
仄
）
と
す
る
こ
と
、
「
孤
平
」
、
「
下
二
連
」
を
避
け
る
こ
と
な
ど
の
「
粘
法
」
を
守

る
。 

普
通
の
平
仄
式
・粘
法
に
合
わ
な
い
の
を
「拗
体
」
と
い
う
。 

３
．
孤
平
（仄
字
の
間
に
平
字
が1

字
は
さ
ま
る
こ
と
）、
下
三
連
（下
３
字
に
平
の
み
、
あ
る
い
は
仄
の
み
連
な
る
こ
と
）は
避
け
る
。 

４
．
同

一
字
を
用
い
な
い
。
た
だ
し
、
例
外
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。 

  

「
四
声
」
と
は
？
漢
字
を
頭
子
音
を
除
い
た
部
分
の
音
の
高
低
と
長
短
に
よ
り
４
種
に
区
別
し
た
も
の
。 

１
．
平
声

：
低
く
、
平
ら
で
抑
揚
の
な
い
発
音
・・・

 
 

２
．
上
声

：
尻
上
が
り
に
高
く
発
音
す
る
も
の 

３
．
去
声

：
発
音
の
最
初
が
強
く
、
最
後
が
低
く
弱
ま
る
も
の 

４
．
入
声

：
発
音
が
短
く
急
で
あ
る
。 



平
字
を
○
で
、
仄
字
を
●
で
、
合
わ
せ
て
押
韻
を
示
せ
ば
、 

五
言
絶
句
仄
起
式 

五
言
絶
句
平
起
式 

七
言
絶
句
平
起
式    

七
言
絶
句
仄
起
式 

        

五
言
律
仄
起
式 

 
 
 

五
言
律
平
起
式 

 
 

七
言
律
仄
起
式 

 
 
 
 

七
言
律
平
起
式 

                    

（
以
上
）  

２
０
２
０
年
４
月
コ
ロ
ナ
春 

結 転 承 起 

○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
● 

●
●
●
○
○ 

○
○
○
●
● 

韻  韻  

●
●
●
○
○ 

○
○
○
●
● 

○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
● 

韻  韻 

 

○
○
●
●
●
○
○ 

●
●
○
○
○
●
● 

●
●
○
○
●
●
○ 

○
○
●
●
●
○
○ 

韻  韻 韻 

●
●
○
○
●
●
○ 

○
○
●
●
○
○
● 

○
○
●
●
●
○
○ 

●
●
○
○
●
●
○ 

韻  韻 韻 

聯 尾 聯 頸 聯 頷 聯 起 

●
●
●
○
○ 

○
○
○
●
● 

○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
● 

●
●
●
○
○ 

○
○
○
●
● 

○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
● 

韻  韻  韻  韻  

○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
● 

●
●
●
○
○ 

○
○
○
●
● 

○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
● 

●
●
●
○
○ 

○
○
○
●
● 

韻  韻  韻  韻 

 
●
●
○
○
●
●
○ 

○
○
●
●
○
○
● 

○
○
●
●
●
○
○ 

●
●
○
○
●
●
○ 

●
●
○
○
●
●
○ 

○
○
●
●
○
○
● 

○
○
●
●
●
○
○ 

●
●
○
○
●
●
○ 

韻  韻  韻  韻 韻 

○
○
●
●
●
○
○ 

●
●
○
○
○
●
● 

●
●
○
○
●
●
○ 

○
○
●
●
○
○
● 

○
○
●
●
●
○
○ 

●
●
○
○
○
●
● 

●
●
○
○
●
●
○ 

○
○
●
●
●
○
○ 

韻  韻  韻  韻 韻 


